
第１・２・３学年○組 自立活動学習指導案  
 指導者 ○○ ○○  

１ 主 題 ２ 心理的な安定 「状況の理解と変化への対応に関すること」  
      ３ 人間関係の形成「他者とのかかわりの基礎に関すること」   

「集団への参加の基礎に関すること」  
２  主題設定の理由 

○ 本グループの生徒は心理的な安定や人間関係の形成に苦手さのある４名で構成されている。生

徒は，あいさつを自ら行ったり人と笑顔で接したりすることができる。また，楽しい活動は積極

的に参加することができる。さらに，体を動かすことが好きな生徒も多い。しかし，自分の気持

ちをコントロールして情緒の安定を図りながら変化する状況に適切に対応することへの苦手さの

ある生徒や他者とのかかわりがうまくいかなかったり，周囲の状況を把握できず集団に参加した

りすることが苦手な生徒もいる。そのため円滑な対人関係を築くことや集団の一員として活動す

ることが難しい場合がある。そこで個の実態や本人や保護者のニーズを把握すると共に，個別の

教育支援計画と自立活動の区分「２心理的な安定」「３人間関係の形成」「４環境の把握」「６

コミュニケーション」のねらいを関連させた指導が必要であると考えた。生徒の将来の自立や社

会参加を見据えた際，周囲の人と協力して活動する場面が多くある。そのため自立活動の時間に

おける指導において他者と課題解決を行う中で，他者と自分との課題解決の方法の違いに気付い

たり他者から多様な評価を受けたりして課題解決を進めることにより自己認識を深め，課題解決

につながる最適な方法に気付き，行動の変容を促していくことが必要と考え本主題を選定した。 
  ここで本主題に関する生徒の実態および自立活動との関連を〈表１〉に示す。  

３ 単 元 「みんなで協力して的あてゲームに取り組もう」  
４ 指導観  
○  本単元は，的あてゲームを通して，生徒Ａは気持ちを調整しながら，次の活動に円滑に移行す

ること，生徒Ｂは気持ちを調整し，落ち着いた上で他者の意見を聞き入れること，生徒Ｃは周囲

の状況に応じて必要な情報を口頭で伝えること，生徒Ｄは気持ちを調整しながら，周囲の状況に

合わせた行動をとることができるようになることをねらいとしている。主な学習内容は，ゲーム

から役割へ気持ちを調整するための言動，気持ちを落ち着かせるための言動，口頭で情報を伝え

る方法，役割を全うするよさなどである。的あてゲームの運営面では，一人ひとりがゲームの中

での役割を果たすことを通して，集団のために協力して行動したり，必要な情報を口頭で伝えた

りする力が求められる。活動面では，仲間と楽しく活動するためには，集団に行動を合わせるこ

とが必要であり，自分の気持ちを調整したり，他者の意見を聞いたりする力が求められる。この

ように，チームで的あてゲームを行うことは，他者と協力するためには，何が得意で何が不得意

かを見付けることにつながる。以上のことから，他者と学習課題の解決を行うことにより，自己

の課題を認識し，自分の課題解決につながる最適な方法を探るなどの自己認識を促すことは，日

常生活における困難さの改善・克服につながるため，大変意義深いと考え，本単元を設定した。 

○  本単元の指導にあたっては，的あてゲームの活動を通して，「２心理的な安定」「３人間関係

の形成」の課題の改善・克服に取り組む姿をめざす。そのためにまず，見通しや馴染みのあるボ

ウリングをすることを通して，協力に必要な姿を見付けさせる。ここでは，活動の様子を撮影し

た動画を視聴し，言動に着目しそれぞれの頑張りを見付ける場面を設定する。次に，多くの得点

を獲得していく的あてゲームを通して，自己の課題を認識させる。ここでは，活動の様子を記録

したデジタルポートフォリオを用いて，前時までの学習を振り返りながら，何を意識して活動す

るかを捉える場面を設定する。さらに，状況を変化させた的あてゲームを通して，協力するため

の方途を探らせる。ここでは，活動に参加する姿のよさを教師が適宜フィードバックし，よい行

動を可視化する。また，活動の結果と言動の因果関係を認識することができるように，一連の活

動の様子を撮影したものを提示する。最後に，これまでの学習を振り返り学習内容の活用場面を

見いださせる。ここでは，学習内容を振り返ることができるように，デジタルポートフォリオを

確認する場面を設定する。また，協力が必要とされる場面を見付けることができるように，日常

生活の様々な場面を提示し，どの学習内容を活用することができるか話し合う場面を設定する。 

 
 

 

個人情報保護のため， 

生徒観は省略しています。 



 

５ 単元計画（８時間）  
次 配時  学習活動・内容  主な手だて（○）  
一 ２ １ 全員でボウリングをすることを通し 

て，協力に必要な姿を見付ける。 

・自己の得手不得手や行動の特徴 

 

〇 個人で自己の得手不得手な部分を見付けるこ

とができるように，ボウリングの活動を振り返

る場面を設定する。         【個】 

〇 行動の特徴を見付けることができるように，

ボウリングの活動の様子を撮影した動画を視聴

し，言動に着目し，それぞれの頑張りを見付け

る場面を設定する。        【協働】 

二 ２ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

２ 多くの得点を獲得していく，的あて

ゲームを通して，自己の課題を認識す

る。 

 ・ゲームの流れの見通し 

 ・気持ちを落ち着かせる必要性 

 ・口頭で情報を伝える必要性 

 ・気持ちを調整しながらゲームに参加

することのよさ 

 

 

〇 ゲームの後に役割を行うという見通しをもつ

ことができるように，次の活動を捉えることの

できる役割分担表を提示する。 

〇 口頭で情報を伝える必要性を実感することが

できるように，得点などを口頭で伝える役割を

設定する。 

〇 自己の課題を認識することができるように，

活動の様子を記録したデジタルポートフォリオ

を用いて，前時までの学習を振り返りながら，

何を意識して活動するかを捉える場面を設定す

る。                【個】 

〇 他者からの多様な評価を受けることができる

ように，行動や発言に着目し，それぞれの頑張

りを伝え合う場面を設定する。   【協働】         

三 ３ 
 
 
 
 

本時 

1/3 

３ 状況を変化させた的あてゲームを通

して，協力するための方途を探る。 

 ・ゲームから役割へ気持ちを調整する

ための言動 

 ・気持ちを落ち着かせるための言動 

 ・活動の結果と言動の因果関係 

 ・口頭で情報を伝える方法 

 ・役割を全うするよさ 

〇 協力するための方途を探ることができるよう

に，デジタルポートフォリオを活用し，自分の

行動や学習内容を振り返る場面を設定する。         

【個】 

〇 活動の結果と言動の因果関係を認識すること 

ができるように，一連の活動の様子を撮影した

ものを提示する。          【個】 

〇 情報の伝え方を認識することができるように

他者の伝え方に着目し，モデルとしたり，言葉

カードを使ったりし，伝え方を練習する場面を

設定する。         【個】【協働】 

〇 役割を果たすことができるように，活動に参

加する姿のよさを教師が適宜フィードバックし

よい行動を可視化する。 

四 １ 
 
 
 

４ これまでの学習を振り返り，学習内

容の活用場面を見いだす。 

・協力が必要とされる場面 

〇 これまでの学習内容を振り返ることができる

ように，個人でデジタルポートフォリオを確認

する場面を設定する。        【個】 

〇 協力が必要とされる場面を見付けることがで

きるように，日常生活の様々な場面を提示しな

がら，どの学習内容を活用することができるか

話し合う場面を設定する。     【協働】 



 

６ 本 時 令和４年１１月１０日（木） 第４校時  計画 第３次の１ 北校舎多目的室にて 

（1） 主眼と評価  

 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 

主 眼 

的あてゲームを通し

て，ゲーム後からすば

やく役割を行うことの

大切さに気付くことが

できる。 

的あてゲームを通し

て，気持ちを落ち着か

せて活動することのよ

さに気付くことができ

る。 

的あてゲームを通し

て，ゲームのルールに

合わせた報告の仕方が

あることに気付くこと

ができる。 

的あてゲームを通し

て，役割を全うするこ

とがみんなとの協力に

つながると気付くこと

ができる。 

評 価 

 １回目の後の動画視

聴の際，自身の言動の

変化について述べるこ

とができたか。 

 振り返りの際，活動

の結果と理由を学習プ

リントに記述すること

ができたか。 

 的あてゲームの前後

に，必要な情報を仲間

に正確に報告すること

ができたか。 

 １回目と２回目の的

あてゲームにおいて，

全ての役割を果たすこ

とができたか。 

（2） 準 備  

①デジタルポートフォリオ ②学習プリント ③的あてゲームの道具 ④言葉カード 

（3） 過 程 

段階 学習活動・内容 準備 主な手だて（〇） 形態 配時 

き
づ
く 

１ 前時の学習内容を振り返 

り，めあてを確認する。 

 ・見通しをもつことのよさ 

 

 

 

① 

② 

〇 前時までの学習においてそれぞれが認識し

ていた内容を確認することができるようにす

るために，デジタルポートフォリオをもとに

振り返り個人目標を立てる場面を設定する。      

 

個 10 

や
□
て
み
る 

２ １回目の的あてゲームを

行い，協力するための方途

を探る。 

・ゲームから役割へ気持ち

を調整するための言動 

 ・気持ちを落ち着かせるた

めの言動 

 ・活動の結果と言動の因果

関係 

 ・口頭で情報を伝える方法 

  

③ 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 活動の見通しをもつことができるように，

ゲームの流れや役割分担，ゲームの目的を確

認する場面を設定する。 

〇 ゲームから役割へ気持ちを調整するための

言動に気付くことができるように，１回目の

後に自身の活動の様子を録画した動画を視聴

し，気持ちの変化や発言について問う。 

【生徒Ａ】 

〇 活動の結果と言動の因果関係を認識するた

めに，一連の活動の様子を撮影した画像を提

示する。           【生徒Ｂ】 

〇 情報の伝え方を認識することができるよう

に他者の伝え方をモデルとしたり，言葉カー

ドを使ったりし，伝え方を練習する場面を設

定する。           【生徒Ｃ】 

一 斉 

 

25 

３ ２回目の的あてゲームを

協力して行う。 

 ・役割を全うするよさ 

 ・気持ちを調整するよさ 

 〇 活動に参加する必然性をもつことができる

ように，よさが発揮できる役割を担うように

し，役割を果たしているか確認する場面を設

ける。            【生徒Ｄ】 

つ
か
む 

４ 本時の活動を振り返る。 

・振り返りの視点 

 

 〇 個人目標の達成状況を確認することができ

るように，教師と一緒に一人ずつ振り返るこ

とができる場面を設定する。 

個 

 

15 

 

めあて みんなで協力して 
   高い点数をめざそう。 


